
CC1-5610-2 

 

申告順号  

 

 

酒 母 の １ 仕 込 製 造 方 法 

 

（          もろみの酒母） 

 

 

記 号 個 数 

原 料 製造見込 
 

数 量 

製造見込 
数 量 の 
算出根基 

摘 要 
     

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

変 更 理 由 

 

 

 

酒 税 



酒母の１仕込製造方法（CC1-5610-2）の記載要領 

 

１ 「原料」欄には、蒸米、こうじ米、くみ水、生さつまいも等の原料品名を記載してください。 

なお、原料品の単位についても記載してください。 

２ 「摘要」欄には、酒母の種類を略号により、例えば、生もとについては「生」と、速醸もとについては「速」

と、山卸廃止もとについては「山廃」等と記載してください。 

３ 「製造見込数量」欄には、あなた（貴社）の製造場における前年度の実績値、あなた（貴社）の製造場の所

轄税務署管内における前年度の実績値の平均等の経験値又は既に確立されている理論に基づく理論値等により

合理的に算出した数量を記載してください。 

なお、算出数値にリットル位未満の端数があるときは、その端数を切り捨ててください。 

４ 製造見込数量の算出根基は、具体的に記載してください。 

５ 速醸もとの場合には、「摘要」欄に乳酸の使用数量を記載してください。 

６ 製造見込数量の算出に用いる歩合は、小数点以下第２位を四捨五入して第１位にとどめてください。 

 



CC1-5610-3 

申告順号  

        の １ 仕 込 製 造 方 法 

記号 
原 料 

仕 込 区 分 

個数 酒 母 初 添 仲 添 留 添     計 

 

総 米（㎏）          

蒸 米（㎏）          

こ う じ 米（㎏）          

アルコール又はしょうちゅう 

（Ｌ）（   ％） 
         

 

調味液（Ｌ）（   ％）          

          

          

水    （Ｌ）          

使 用 酒 母 の 

記 号 個 数 
号  個 

使 用 調 味 液 

の 記 号 個 数 
号  個 

総米 1,000㎏当たり 30％ 

ア ル コ ー ル 使 用 数 量 

Ｌ 

も ろ み の 製 造 

見 込 数 量 

Ｌ 
酒 類 の 製 造 

見 込 数 量 

Ｌ 
同一仕込による酒類の 

製 造 見 込 数 量 計 

Ｌ 

製造見込数量の算出根基等 

記号 
原 料 

仕 込 区 分 

個数 酒母 初添 仲添 留添     計 

 

総 米（㎏）          

蒸 米（㎏）          

こ う じ 米（㎏）          

アルコール又はしょうちゅう 

（Ｌ）（   ％） 
         

 

調味液（Ｌ）（   ％）          

          

          

水    （Ｌ）          

使 用 酒 母 の 

記 号 個 数 
号  個 

使 用 調 味 液 

の 記 号 個 数 
号  個 

総米 1,000㎏当たり 30％ 

ア ル コ ー ル 使 用 数 量 

Ｌ 

もろみの製造 

見 込 数 量 

Ｌ 
酒 類 の 製 造 

見 込 数 量 

Ｌ 
同一仕込による酒類の 

製 造 見 込 数 量 計 

Ｌ 

製造見込数量の算出根基等 

 

酒 税 



           

              の１仕込製造方法（CC1-5610-3）の記載要領 

               

１ この様式は、清酒もろみ、合成清酒もろみ（いわゆる香味液のもろみ）等のように米を主た 

 る原料としている酒類のもろみの場合に、使用してください。 

２ 「仕込区分」欄の留添の右の空欄には、留添後に行う操作の順序に従つて、酒母４段、甘酒 

 ４段等とその操作の名称を記載してください。 

３ 「製造見込数量」欄には、あなた（貴社）の製造場における前年度の実績値、あなた（貴社） 

 の製造場の所轄税務署管内における前年度の実績値の平均等の経験値又は既に確立されている 

 理論に基づく理論値等により合理的に算出した数量を記載してください。 

４ 「同一仕込による酒類の製造見込数量計」欄には、１仕込製造見込数量に仕込個数を乗じた 

 ものを記載してください。 

５ 製造見込数量はリットル位まで算出し、リットル位未満の端数があるときは、その端数を切 

 り捨ててください。 

６ 製造見込数量の算出に用いる歩合は、パーセントにより表示するものについては、小数点以 

 下第２位を四捨五入して第１位にとどめ、リットルにより表示するものについては、リットル 

 位未満第１位を四捨五入してリットル位にとどめてください。 

７ 調味液の製造方法については、別紙に記載し添付してください。 

８ 製造見込数量の算出根基は、具体的に記載してください。 

 



CC1-5610-4 

申告順号  

        のもろみ１仕込製造方法  

記号 原 料 仕 込 区 分 

個数 品 名 でんぷん価又は糖分 酒 母 第 １ 次 第２次 第３次   計 

 

         

         

         

         

 

         

         

         

水         

使 用 酒 母 の 

記 号 個 数 
号     個 

原料中にアルコール含有物があ 

るときその純アルコール数量 

ｌ 

も ろ み の 製 造 

見 込 数 量 

ｌ 
もろみの見込 

アルコール分 

度 
もろみの見込純 

アルコール数量 

ｌ 

見込数量、アルコール分の算出根基 

記号 原 料 仕 込 区 分 

個数 品 名 でんぷん価又は糖分 酒 母 第 １ 次 第２次 第３次   計 

 

         

         

         

         

 

         

         

         

水         

使 用 酒 母 の 

記 号 個 数 
号     個 

原料中にアルコール含有物があ 

るときその純アルコール数量 

ｌ 

もろみの製造 

見 込 数 量 

ｌ 
もろみの見込 

アルコール分 

度 
もろみの見込純 

アルコール数量 

ｌ 

見込数量、アルコール分の算出根基 

 

酒 税 



     のもろみ１仕込製造方法（CC1-5610-4）の記載要領 

 

１ この様式は、連続式蒸留しょうちゅう、単式蒸留しょうちゅう、ウイスキー、ブランデー又は原料用アルコ

ール等の蒸留酒もろみの場合に使用してください。 

２ 「原料」欄には、生さつまいも、でんぷん、でんぷんかす、とうもろこし、糖みつ又はこうじ等の原料品名

を記載してください。なお、原料品の単位についても記載してください。 

３ 「でんぷん価又は糖分」欄には、原料のでんぷん価又は糖分を記載してください。 

４ 原料品の数量を重量で表示するものについては、その物の溶解換算数量を、アルコール又はしょうちゅうに

ついては、そのアルコール分をそれぞれ該当欄の上部にかっこ書きしてください。 

５ 「もろみの製造見込数量」及び「もろみの見込アルコール分」欄には、あなた（貴社）の製造場における前

年度の実績値、あなた（貴社）の製造場の所轄税務署管内における前年度の実績値の平均等の経験値又は既に

確立されている理論に基づく理論値等により合理的に算出した数量を記載してください。 

６ もろみの製造見込数量はリットル位まで算出し、リットル位未満の端数があるときは、その端数を切り捨て

てください。 

７ もろみの製造見込数量を算出する歩合は、小数点以下第２位を四捨五入して第１位にとどめてください。 

８ アルコール分は、度位未満第１位まで記載してください。 

９ 見込数量、アルコール分の算出根基は具体的に記載してください。 

 



CC1-5610-5 

申告順号  

果 実 酒 
の １ 仕 込 製 造 方 法 

甘味果実酒 

記号 
原 料 

仕 込 区 分 

個数 酒母 第１次 第２次   計 

 

（  ｇ） 

果  実（㎏） 
     

（     ） 

 

（  ％） 

糖  類（㎏） 
     

（     ） 

 

アルコール又はしょうちゅう （  ％）       

       

 

       

       

       

水    （ｌ）       

もろみの見込数量 

ｌ 

製造見込数量 

ｌ 
同一仕込記号の

製造見込数量計 

ｌ 

製造見込数量の算出根基 

記号 
原 料 

仕 込 区 分 

個数 酒母 第１次 第２次   計 

 

（  ｇ） 

果  実（㎏） 
     

（     ） 

 

（  ％） 

糖  類（㎏） 
     

（     ） 

 

アルコール又はしょうちゅう （  ％）       

       

 

       

       

       

水    （ｌ）       

もろみの見込数量 

ｌ 

製造見込数量 

ｌ 
同一仕込記号の

製造見込数量計 

ｌ 

製造見込数量の算出根基 

 

酒 税 



果実酒・甘味果実酒の１仕込製造方法（CC1-5610-5）の記載要領 

 

１ この様式は、発酵過程を伴う果実酒及び甘味果実酒の場合に使用してください。 

２ 「原料」欄には、具体的に果実及び糖類の種類を記載してください。 

なお、「果実」欄には、果汁の糖のグラム数を、「糖類」欄には、糖類の転化糖分をそれぞれかっこ書きし

てください。 

３ 「仕込区分」の「計」欄には、原料果実からの果汁見込収得リットル数、糖類の溶解リットル数をそれぞれ

かっこ書きしてください。 

４ アルコール又はしようちゆうを使用する場合には、「原料」欄にそのアルコール分をかっこ書きし、「仕込

区分」の「計」欄にその純アルコール数量を記載してください。 

５ かもし仕込みの場合でも、もろみの見込数量は、「果汁の数量＋糖類の溶解＋アルコール又はしようちゆう

の数量＋水の数量」を記載してください。 

６ 「製造見込数量」欄には、あなた（貴社）の製造場における前年度の実績値、あなた（貴社）の製造場の所

轄税務署管内における前年度の実績値の平均等の経験値又は既に確立されている理論に基づく理論値等により

合理的に算出した数量を記載してください。 

７ 「同一仕込記号の製造見込数量計」欄には、１仕込製造見込数量に仕込個数を乗じたものを記載してくださ

い。 

８ 製造見込数量の算出根基は具体的に記載してください。 

９ 製造見込数量はリットル位まで算出し、リットル位未満の端数があるときは、その端数を切り捨ててくださ

い。 

10 製造見込数量を算出する歩合は、小数点以下第２位を四捨五入して第１位にとどめてください。 

11 アルコール分は、度位未満第１位まで記載してください。 

 

 



CC1-5610-6 

 

申告順号  

ビール・発泡酒の１仕込製造方法 

仕 込 記 号 
    

仕 込 個 数 
    

原

料 

麦 芽 ㎏ 
   

米 ㎏ 
   

で ん ぷ ん ㎏ 
   

  
   

  
   

ホ ッ プ ㎏ 
   

水 ｌ 
   

酵 母 ｇ 
   

仕 込 即 時 

見 込 数 量 
ｌ 

   

見 込 糖 度  
   

製 造 見 込 数 量 ｌ 
   

同 一 仕 込 方 法 に よ 

る 製 造 見 込 数 量 計 
ｌ 

   

製 造 見 込 数 量 

の 算 出 根 基 等 

    

 

 

酒 税 



ビール・発泡酒の１仕込製造方法（CC1-5610-6）の記載要領 

 

１ 「原料」欄の余白欄には、とうもろこし、こうりやん、ばれいしよ、砂糖、苦味料又は着色料等を使用した

場合の原料品名及び数量を記載してください。 

２ 「原料」の「水」欄には、最初の張水数量のほか、押水数量（２番麦汁を造るための押水を含む。）等ビー

ル等の仕込みに当たり麦汁の成分を構成する水の総数量を記載してください。 

３ 「仕込即時見込数量」欄には、前発酵槽に仕込み終った時のもろみの見込数量を記載してください。 

４ 「見込糖度」欄には、前発酵槽に仕込み終った時の見込糖度を記載してください。 

５ 「仕込即時見込数量」及び「製造見込数量」欄には、あなた（貴社）の製造場における前年度の実績値、あ

なた（貴社）の製造場の所轄税務署管内における前年度の実績値の平均等の経験値又は既に確立されている理

論に基づく理論値等により合理的に算出した数量を記載してください。 

６ 「同一仕込方法による製造見込数量計」欄には、１仕込製造見込数量に仕込個数を乗じたものを記載してく

ださい。 

７ 製造見込数量の算出根基は具体的に記載してください。 

８ 製造見込数量はリットル位まで算出し、リットル位未満の端数があるときは、その端数を切り捨ててくださ

い。 

９ 製造見込数量を算出する歩合は、小数点以下第２位を四捨五入して第１位にとどめてください。 

 

 



CC1-5610-7 

 

申告順号  

    の １ 仕 込 製 造 方 法 

記号 
原 料 品 名 

仕 込 操 作 順 ご と の 使 用 数 量 合計 

個数 酒母 １次 ２次   重量 容量 

 

      g ml 

        

        

        

        

        

        

        

 

        

        

        

        

        

        

        

製

造

見

込

み 

数 量 
（           l） 

ｌ アルコール分 
度 

エキス分 
度 

比 重 

 
同一仕込方法によるも 

のの製造見込数量計 

ｌ 

仕込操作の詳細及び製造見込数量の算出根基等 

 

 

 

酒 税 



      の１仕込製造方法（CC1-5610-7）の記載要領 

 

１ この様式は、CC1-5610-3～CC1-5610-6以外の酒類の場合に使用してください。 

２ 原料の使用数量は、重量又は容量で記載してください。 

なお、重量で記載するものについては、容量換算率を「原料品名」欄の上部にかっこ書きし、「合計」の「容

量」欄に容量換算数量を記載してください。 

３ アルコール分を含有する物品を原料とする場合には、「原料品名」欄にアルコール分を記載し、「合計」の

「容量」欄の上部に純アルコール数量をかっこ書きしてください。 

４ 炭酸ガス及び炭酸水を混和する場合には、混和後の見込ガス圧（㎏／㎠）を「製造見込み」の「数量」の欄

の上部に記載してください。 

５ 原料の使用数量は原則としてキログラム又はリットル単位で記載することとしますが、その合計が10キログ

ラム又は10リットル未満のものについてはグラム又はミリリットル単位で記載してください。 

６ 「仕込操作順ごとの使用数量」欄には、原料の使用順が明らかになるように割水、混和、ろ過等の作業によ

り、原料使用数量を適宜区分し記載してください。 

７ 「製造見込み」の「数量」、「アルコール分」、「エキス分」及び「比重」の各欄には、あなた（貴社）の

製造場における前年度の実績値、あなた（貴社）の製造場の所轄税務署管内における前年度の実績値の平均等

の経験値又は既に確立されている理論に基づく理論値等により合理的に算出した数量を記載してください。 

  なお、「数量」欄の上部にもろみの見込み数量をかっこ書きしてください。 

８ 「エキス分」欄には、合成清酒、砂糖等を加えたしょうちゅう、みりん、スピリッツ、リキュール、その他

の醸造酒及び雑酒（酒税法第23条第５項第２号に該当するものに限る。）についてのみ、そのエキス分を記載

してください。 

９ 「比重」欄には、次により記載してください。 

(1) 合成清酒及び調味液については日本酒度 

(2) 砂糖等を加えたしょうちゅう、みりん、スピリッツ、リキュール、その他の醸造酒及び雑酒（酒税法第23

条第５項第２号に該当するものに限る。)については比重 

10 製造見込数量はリットル位まで算出し、リットル位未満の端数があるときは、その端数を切り捨ててくださ

い。 

11 アルコール分、エキス分及び日本酒度は、度位未満第２位以下の端数を切り捨てて第１位まで、比重は小数

点以下第４位以下の端数を切り捨てて第３位までを記載してください。 

12 「同一仕込方法によるものの製造見込数量計」欄には、１仕込製造見込数量に仕込個数を乗じたものを記載

してください。 

13 仕込操作の詳細及び製造見込数量の算出根基等は具体的に記載してください。 

14 「製造見込み」の各欄の算出するために使用する歩合は、小数点以下第２位を四捨五入して第１位にとどめ

てください。  

 

 



CC1-5610-8 

申告順号  

１ 分 界 又 は １ か ま の 蒸 留 方 法 

蒸 留 記 号     

分 界 又 は か ま の 数     

原

料 

品 名     

数 量     

純アルコール数量 ｌ    

蒸
留
見
込
み 

数 量 ｌ    

ア ル コ ー ル 分 度    

純アルコール数量 ｌ    

同一蒸留記号による 

蒸 留 見 込 数 量 計 
ｌ 

   

蒸 留 見 込 数 量 の 

算 出 根 基 等 
 

   

蒸 留 記 号     

分 界 又 は か ま の 数     

原

料 

品 名     

数 量     

純アルコール数量 ｌ    

蒸
留
見
込
み 

数 量 ｌ    

ア ル コ ー ル 分 度    

純アルコール数量 ｌ    

同一蒸留記号による 

蒸 留 見 込 数 量 計 
ｌ 

   

蒸 留 見 込 数 量 の 

算 出 根 基 等 

    

 

 

酒 税 



１分界又は１かまの蒸留方法（CC1-5610-8）の記載要領 

 

１ この様式は、蒸留作業を伴う酒類の製造に際してその蒸留方法を申告する場合に使用してください。 

２ 「原料」欄の各欄は、次により記載してください。 

(1) 「品名」欄には、もろみ又は酒類かす等の原料品名を記載し、もろみについては、もろみ仕込方法の記号

を記載してください。 

(2) 「数量」欄には、１分界当たり又は１かま当たりのもろみ数量又は酒類かす等の数量を記載してください。 

(3) 「純アルコール数量」欄には、原料が液体であるものについてだけ記載してください。従って、酒類かす

を原料とする蒸留方法によるものは記載する必要がありません。 

３ 「蒸留見込み」欄の各欄には、あなた（貴社）の製造場における前年度の実績値、あなた（貴社）の製造場

の所轄税務署管内における前年度の実績値の平均等の経験値又はあなたの製造場の設備の状況等を考慮して理

論的に算出できる理論値等により合理的に算出した数量等を記載してください。 

４ 「数量」欄はリットル位又はキログラム位まで算出し、リットル位又はキログラム位未満の端数があるとき

は、その端数を切り捨ててください。 

５ 「アルコール分」欄は度位未満第１位まで算出し、度位未満第２位以下の端数があるときは、その端数を切

り捨ててください。 

６ 「純アルコール数量」欄はリットル位未満第２位まで算出し、リットル位第３位以下の端数があるときは、

その端数を切り捨ててください。 

７ 「同一蒸留記号による蒸留見込数量計」欄には、蒸留見込数量に分界又はかまの数を乗じたものを記載して

ください。 

８ 蒸留見込数量の算出根基は具体的に記載してください。 

 

 

 

 

 

 

 


